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邪
馬
台
国
に
関
す
る
諸
説
が
新
聞
紙
上
を
賑
せ
て

い
ま
す
。
伊
賀
市
で
も
、
時
代
は
異
な
り
ま
す
が
古

代
伊
賀
国
の
役
所
で
あ
る
国
庁
跡
の
所
在
地
は
長
い

間
、
特
定
さ
れ
な
い
ま
ま
で
し
た
。
以
前
か
ら
「
府

中
」
と
い
う
地
名
が
残
さ
れ
る
伊
賀
市
北
部
の
旧
府

中
村
周
辺
に
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
て
、
歴
史

地
理
学
的
立
場
か
ら
柘
植
川
南
岸
地
域
で
服
部
川
と

の
間
に
広
が
る
沖
積
地
が
国
庁
跡
の
有
力
な
候
補
地

と
想
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

昭
和
63
年
か
ら
こ
の
地
域
一
帯
に
お
い
て
、
ほ
場

整
備
事
業
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
県
埋
蔵
文

化
財
セ
ン
タ
ー
に
よ
り
事
前
の
範
囲
確
認
調
査
が
実

施
さ
れ
、
調
査
結
果
に
注
目
が
集
ま
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
国
庁
が
存
続
し
て
い
た
奈
良
・
平
安
時
代
の

遺
構
は
希
薄
な
状
況
で
あ
り
、
検
出
さ
れ
た
遺
構
・

遺
物
は
他
の
時
代
の
も
の
が
主
体
を
占
め
ま
し
た
。

　

調
査
の
重
点
は
柘
植
川
北
岸
地
域
に
移
る
こ
と
と

な
り
、
特
に
坂
之
下
地
区
に
お
い
て
は
、
大
型
の

掘ほ
り
か
た形

を
有
す
る
柱
穴
が
多
数
検
出
さ
れ
ま
し
た
。
調

査
を
進
め
た
結
果
、
品
字
状
に
配
置
さ
れ
た
掘
立
柱

建
物
群
が
検
出
さ
れ
建
物
の
変
遷
も
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
遺
構
以
外
で
も
、
円え

ん
め
ん面
硯け

ん

、
木
簡
な
ど
役
所
的

な
色
合
い
の
濃
い
遺
物
や
、
周
辺
の
調
査
で
「
国

く
に
の

厨く
り
や」
と
書
か
れ
た
墨
書
土
器
が
出
土
し
た
こ
と
、
地

元
の
方
々
が
坂
之
下
地
区
の
字
名
で
あ
る
「
国く

に
ま
ち町
」

を「
こ
く
っ
ち
ょ
」と
呼
ん
で
い
る
こ
と
な
ど
に
よ
っ

て
、
所
在
地
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

伊
賀
国
庁
は
主
要
な
施
設
の
位
置
関
係
が
ほ
ぼ
判

明
し
、
古
代
伊
賀
の
政
治
情
勢
を
示
す
貴
重
な
遺
構

で
す
。
伊
賀
国
は
古
代
律
令
体
制
下
で
は
下げ

こ
く国

と
さ

れ
ま
す
が
、
下
国
の
国
庁
の
実
態
が
こ
れ
ほ
ど
判
明

し
て
い
る
の
は
伊
賀
国
庁
が
初
め
て
で
、
平
成
21
年

７
月
23
日
に
国
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
奈
良
大
学
教
授
の
坂
井
秀
弥
さ
ん
を
講
師

に
お
招
き
し
て
、
伊
賀
国
庁
跡
の
意
義
や
全
国
各
地

の
整
備
事
例
な
ど
を
お
話
し
て
い
た
だ
く
予
定
で

す
。
た
く
さ
ん
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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▲伊賀国庁跡（北上空から）
　三重県埋蔵文化財センター提供

今月の表紙
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サ
サ
ユ
リ

市
の
木

  

ア
カ
マ
ツ

市
の
鳥

  

キ
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　蓬莱飾りとは、三宝の上に洗い米を敷き、歯朶（ウラジロ）、
ユズリハ、松竹梅、お餅、橙、干し柿、ホンダワラ、伊勢えび、
熨斗あわび、勝ち栗、昆布などを飾ります。
　歯朶（ウラジロ）は、裏表のない心清らかにという意味で、
ユズリハは古い葉が落ちて、新しい葉が生まれることから、
長寿と譲り合いの心を、橙は、熟してもなかなか落ちないこ
とから、先祖代々の繁栄を、ホンダワラ（海の幸）は、藻を
刈るから儲かるに、そのほかの物も、長寿や繁栄などの意味
があり、正月のあいさつに訪れた人は、蓬莱飾りに手をかけ
てあやかろうと正月の挨拶をしました。
　蓬莱飾りは、やがてはおせちへと、食べられるものに進化
をしていきます。


